
様式第１号（第１０条関係） 

 

２０２５年度業務実績報告書 

提出日 2026 年 1 月 16 日 

 

１．職名・氏名 准教授・石﨑琢也 

 

２．学位  学位 博士、専門分野 経済学、授与機関 埼玉大学、授与年 2012 年 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

企業論（4 単位）1 年生、日本経営史（2 単位）2 年生、導入ゼミナール（2 単位）1 年生、教

養ゼミナール（2 単位）1 年生、特別企画講座 E（2 単位）3 年生 

② 内容・ねらい 

・授業規模を問わず双方向性（発問［課題提示など］⇒思考⇒応答など）を確保し、アクティ

ブラーニング型とする。これにより学生の自発性喚起と内容理解、能力定着を進行させる。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

・教養ゼミナール（観光学の基礎）において、福井県児童科学館を視察・訪問（2025 年 10 月

28 日）。 

・教養ゼミナール（観光学の基礎）において、武生正麺（越前そばの里）を視察・訪問（2025

年 11 月 29 日）。 

【フィールドワーク 1 件】 

(2)その他の教育活動 

内容 

・福井県児童科学館と連携授業（PBL）を実施（第 1 回目:2025 年 10 月 28 日、［予定］第 2

回目:2026 年 1 月 20 日）。 

 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

 

【 本】 

②学術論文（査読あり） 

・石﨑琢也「ホスピタリティ・スキルズの獲得と向上に関する考察：PROG データを用いた汎

用能力の伸長分析」日本ホスピタリティ・マネジメント学会誌『HOSPITALITY』第 35 号、

受理:2025 年 2 月 

 

 

【1本】 

③その他論文（査読なし） 

・石﨑琢也「ブライダル産業のダイナミズムに関する予備的考察」『湘北紀要』第 46 号、受理:2025

年 3 月 

 

 

【1本】 

④学会発表等 

・アーキテクチャ論から考察するブライダル産業のダイナミズム:市場規模維持と単価上昇に対

する考察、日本ホスピタリティ・マネジメント学会第 33 回全国大会 （2025 年 9 月）、共同報

告者無し 

 

【1件】 

⑤その他の公表実績 

 

【 本】 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

【学内】 

・個人研究推進支援（ステップアップ研究支援）、研究課題：ホスピタリティ産業におけるイノ

ベーションの実現とその波及効）、2025 年 6 月～2026 年 3 月 

・経済学部内競争資金、研究課題：ブライダル産業における高付加価値化・高単価化の実現に

関する研究、2025 年 6 月 

 

(3)特許等取得 

 

 

(4)学会活動等 

【学会での役職】 

・まちづくり戦略研究学会理事（2025 年 1 月～現在に至る） 

・日本ホスピタリティ・マネジメント学会評議員（2025 年 10 月～現在に至る） 

【学会での司会活動】 

・C 会場座長、日本ホスピタリティ・マネジメント学会第 33 回全国大会 、2025 年 9 月 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

①-2 委員就任（県）  

・福井県児童科学館施設改善検討委員会、大規模施設改修に対する提言、2025 年 9 月～26 年

3 月 

⑥社会人・高校生向け講座の開講 

・リレー講座（講師）、福井県立勝山高校、2025 年 9 月 9 日 

・開放講義（講師）、福井県立丹生高校、2025 年 12 月 11 日 

（・予定：ラウンドテーブル（講師）、福井県立勝山高校、2026 年 2 月 10 日） 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

 

(2)委員会・チーム活動 

・入試広報委員会 

(3)学内行事への参加 

・経済学部オープンキャンパス（経営学科座談会司会）、2025 年 8 月 3 日 

・福井県立大学学部等説明会（於:福井工業大学付属福井高校）、2025 年 7 月 28 日 

・経済学部ゼミナール対抗研究コンテスト（審査員）、2025 年 12 月 27 日 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 

 


